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研究成果の概要： 

連携研究者西澤らの研究により開発された優れた特性をもつ光源を用いて第４世代と言える超

高解像度光干渉断層計を開発することができた。また開発された超高解像度光干渉断層計を用

いて、in vitro だけでなく、in vivo にても角膜、網膜の超高解像度の断層像の撮影が可能であ

った。超高解像度光干渉断層計がこれまでの超高解像度光干渉断層計よりも大幅に安価に作成

可能であることが示され、これからの更なる開発の足がかりを得ることができた。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 2,700,000  810,000  3,510,000  

２００８年度 800,000  240,000  1,040,000  

年度    

年度    

  年度    

総 計 3,500,000  1,050,000  4,550,000  

 
 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：人間医工学、医用システム 

キーワード：  (1)    光干渉断層計             (2)    超高解像度光干渉断層計 

 
１．研究開始当初の背景 

 光干渉断層計（OCT）は組織の断層像を非
侵襲的に撮影することのできる検査機器で
ある。近年、その解像度向上により撮影によ
り得られる情報量および検査の有用性はま
すます増してきており、それにつれてマーケ
ットも大きくなった結果、その開発競争はま
すます激しくなってきている。 

 

２．研究の目的 

 そのような中、世界的にもごく少数のグル

ープのみにて開発されていた超高解像度光
干渉断層計といわれるような超高分解能を
もつ光干渉断層計の開発を本邦においても
行い、その実際への応用することを目的とし
て研究を行った。 

 

３．研究の方法 

 連携研究者の西澤により開発された，
830nm 帯における広帯域で極めて優れた特
性を持った光源（図１，２）を用いて、超高
解像度光干渉断層計の開発を行った。 
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＜図１＞光源の模式図（PBS: polarization bean 

splitter, PMF: polarization maintaining fiber） 

 

 

 

 

 

 

 

＜図２＞光源のスペクトル特性 

 

 

４．研究成果 
 まず超高解像度光干渉断層計の光学ベン
チ上での試作機が作成された。この試作機に
より、まず in vitro で豚眼を使った実験が行
われ、深さ方向分解能 2.2um の超高解像度で
角膜、網膜の断層像を撮影することができた。
（図３） 

次に、走査レーザー検眼鏡に光干渉断層計 

を組み込んだシステムに、本システムを応用
してプロトタイプの超高解像度光干渉断層
計を試作した。この試作機により in vivo で
の角膜、網膜の超高解像度の断層像を撮影す
ることができた。 

 この試作により、連携研究者の西澤により
開発された，広帯域・高強度・ガウス型・低
雑音という極めて優れた特性を持った光源
を用いることにより現行の光干渉断層計 の
解像度を大きく超える超高解像度光干渉断
層計がよりこれまでの超高解像度光干渉断
層計 よりも大幅に安価に作成可能であるこ
とが示され、これからの更なる開発の足がか
りを得ることができた。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図３＞豚眼角膜の超高解像度断層像（Ep: 

上皮、CS: 角膜実質、 DM: デスメ膜、En: 角
膜内皮） 
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